
　

ア
ラ
ル
海
は
、
今
日
の
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
国
境
地
帯
に

位
置
す
る
、
か
つ
て
は
世
界
第
四
位
の

表
面
積
を
誇
っ
た
内
陸
湖
で
あ
る
。
ア

ム
ダ
リ
ヤ
川
と
シ
ル
ダ
リ
ヤ
川
と
い
う

二
つ
の
大
河
が
ア
ラ
ル
海
に
注
ぐ
が
、

ア
ラ
ル
海
か
ら
注
ぎ
出
る
河
川
は
な

い
。
両
河
川
の
中
・
下
流
域
は
乾
燥
・

半
乾
燥
地
で
あ
り
、
平
均
降
水
量
は
二

六
〇
ミ
リ
に
し
か
満
た
な
い
。
両
河
川

の
最
上
流
域
は
そ
れ
ぞ
れ
パ
ミ
ー
ル
高

原
と
天
山
山
脈
に
位
置
し
、
氷
河
や
森

林
へ
の
降
水
、
雪
や
氷
河
が
融
け
た
水

が
主
な
水
源
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ラ
ル

海
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
領
内
に
東
西
に
浮

か
ん
で
い
た
コ
ク
ア
ラ
ル
島
を
境
に
し

て
北
側
を
小
ア
ラ
ル
海
、
南
側
を
大
ア

ラ
ル
海
と
呼
ぶ
。
一
九
六
〇
年
当
時
、

小
ア
ラ
ル
海
の
表
面
積
は
大
ア
ラ
ル
海

の
約
一
〇
分
の
一
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

ア
ラ
ル
海
危
機
は
「
二
〇
世
紀
最
大

の
環
境
破
壊
」
と
言
わ
れ
る
。
ア
ラ
ル

海
危
機
に
つ
い
て
世
界
的
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ

の
時
期
で
、
日
本
で
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ナ
ル
に
報
道
さ
れ
た
。
そ
の
直
接
的
な

原
因
が
、
綿
作
や
稲
作
の
た
め
の
外
延

的
で
非
効
率
な
灌
漑
開
発
だ
っ
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ア
ラ
ル
海
危

機
は
、
湖
水
位
の
低
下
や
植
物
・
動
物

相
の
壊
滅
と
い
う
環
境
破
壊
だ
け
で
な

く
、
周
辺
住
民
へ
の
健
康
被
害
、
生
業

と
し
て
の
漁
業
の
崩
壊
、
大
量
の
人
口

流
出
、
失
業
率
の
上
昇
な
ど
社
会
・
経

済
的
な
危
機
を
も
た
ら
し
た
災
害
だ
っ

た
。

　

し
か
し
、
二
〇
〇
五
年
に
大
ア
ラ
ル

海
と
小
ア
ラ
ル
海
を
完
全
に
分
離
す
る

コ
ク
ア
ラ
ル
堤
防
が
建
設
さ
れ
て
以

降
、
小
ア
ラ
ル
海
の
水
位
が
回
復
し
、

そ
こ
で
の
漁
業
も
復
活
し
つ
つ
あ
る
。

日
本
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
フ
ジ
テ
レ
ビ
が
コ

ク
ア
ラ
ル
堤
防
建
設
後
の
ア
ラ
ル
海
に

つ
い
て
す
で
に
報
じ
て
い
る
が
、
学
術

的
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
復
興
し
つ
つ
あ
る
小
ア

ラ
ル
海
漁
業
の
現
状
と
そ
の
問
題
点
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
一
月
二
八
日

か
ら
二
月
二
日
ま
で
行
っ
た
、
小
ア
ラ

ル
海
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
結
果

に
基
づ
い
て
い
る
。
調
査
実
施
に
あ

た
っ
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、
ニ
コ
ラ

イ
・
ア
ラ
デ
ィ
ン
博
士
（
ロ
シ
ア
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
動
物
学
研
究
所
・
教

授
）、
ク
ア
ヌ
シ
・
イ
ス
ベ
コ
フ
氏

（
カ
ザ
フ
漁
業
研
究
所
・
所
長
）、
ザ
ウ

ル
ハ
ン
・
エ
ル
マ
ハ
ノ
フ
氏
（
カ
ザ
フ

漁
業
研
究
所
ア
ラ
ル
支
部
・
支
部
長
）

に
感
謝
し
た
い
。

一
．
小
ア
ラ
ル
海
漁
業
の
現
在

　

一
九
八
九
年
、
ベ
ル
グ
峡
で
小
ア
ラ

ル
海
と
大
ア
ラ
ル
海
が
完
全
に
分
離
し

た
。
ア
ラ
デ
ィ
ン
博
士
ら
の
呼
び
か
け

も
あ
り
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
独
立
直
後
の

一
九
九
二
年
八
月
、
地
元
の
努
力
で
ベ

ル
グ
峡
に
簡
易
的
な
ア
ー
ス
ダ
ム
が
建

設
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
ア
ラ
ル

海
か
ら
大
ア
ラ
ル
海
へ
の
水
の
流
出
が

食
い
止
め
ら
れ
、
小
ア
ラ
ル
海
で
は
カ

レ
イ
漁
（
後
述
）
が
細
々
と
続
け
ら
れ

た
。
独
立
直
後
の
社
会
・
経
済
危
機
に

よ
り
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
や
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
で
の
灌
漑
農
業
が
後
退
し
た
の
も

小
ア
ラ
ル
海
に
と
っ
て
は
プ
ラ
ス
に
働

い
た
。
本
格
的
に
小
ア
ラ
ル
海
の
漁
業

が
復
活
す
る
の
は
、
世
銀
に
よ
る
「
シ

ル
ダ
リ
ヤ
川
流
路
管
理
及
び
北
ア
ラ
ル

海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

フ
ェ
ー
ズ
1
」
の

枠
内
で
建
設
さ
れ
た
コ
ク
ア
ラ
ル
堤
防

が
完
成
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
堤
防
は
二
〇
〇
五
年
八
月
に
完
成

し
、
全
長
一
三
キ
ロ
、
九
つ
の
水
門
を

有
す
る
。

　

現
在
、
小
ア
ラ
ル
海
お
よ
び
シ
ル
ダ

リ
ヤ
川
デ
ル
タ
域
の
湖
沼
で
漁
業
に
従

事
し
て
い
る
の
は
、
ソ
連
時
代
末
期
か

ら
独
立
直
後
の
時
期
、
社
会
・
経
済
状

況
が
も
っ
と
も
悲
惨
だ
っ
た
時
期
を
な

ん
と
か
地
元
で
生
き
延
び
て
き
た
人
た

ち
で
あ
る
。
ク
ズ
ル
オ
ル
ダ
州
の
地
元

紙
が
報
じ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
二
〇

一
一
年
、
小
ア
ラ
ル
海
で
漁
業
に
従
事

し
て
い
る
漁
民
は
六
三
二
人
（
参
考
文

献
①
）。
エ
ル
マ
ハ
ノ
フ
氏
に
よ
れ

ば
、
一
九
七
〇
年
代
に
約
二
〇
〇
〇
人

地
田
徹
朗

小
ア
ラ
ル
海
漁
業
の
現
在

― 
湖
水
位
の
回
復
と
そ
の
後 

―

特 

集 

生
態
危
機
と
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ 

― 

フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

―
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の
漁
民
が
い
た
が
、
現
在
は
お
お
よ
そ

五
〇
〇
人
程
度
で
は
な
い
か
と
の
答
え

が
返
っ
て
き
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア

ラ
リ
ス
ク
地
区
の
人
口
が
約
七
万
五
〇

〇
〇
人
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
決
し

て
数
が
多
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か

し
、
漁
民
の
子
供
や
親
族
を
中
心
に
旧

漁
村
に
戻
っ
て
漁
業
を
営
む
人
も
出
て

き
て
い
る
。
ア
ラ
リ
ス
ク
地
区
長
（
当

時
）
の
ナ
ジ
マ
デ
ィ
ン
・
ム
サ
バ
エ
フ

氏
は
、
こ
こ
数
年
、
ア
ラ
リ
ス
ク
地
区

の
人
口
が
増
加
傾
向
に
あ
る
、
つ
ま

り
、
人
が
戻
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
誇

ら
し
げ
に
語
っ
て
い
た
。

　

小
ア
ラ
ル
海
周
辺
に
は
一
〇
の
漁
業

区
が
あ
り
、
二
〇
〇
六
年
に
開
始
さ
れ

た
漁
業
権
競
売
制
度
に
よ
り
個
人
や
民

間
企
業
、
ま
た
は
漁
民
で
構
成
す
る
生

産
協
同
組
合
な
ど
が
競
り
落
と
し
た
漁

業
権
を
保
有
し
て
い
る
。
漁
民
は
漁
業

権
保
有
者
の
下
で
漁
業
を
営
む
。
漁
民

の
出
身
地
は
小
ア
ラ
ル
海
周
辺
の
一
八

の
市
町
村
で
あ
る
。
し
か
し
、
漁
業
権

保
有
者
と
そ
の
傘
下
で
漁
業
を
営
む
漁

民
の
出
身
地
が
同
じ
だ
と
は
限
ら
な

い
。
小
ア
ラ
ル
海
南
岸
の
旧
コ
ク
ア
ラ

ル
島
に
位
置
す
る
ド
マ
ラ
ク
岬
付
近
の

漁
業
区
で
は
、
漁
業
権
保
有
者
は
ア
イ

テ
ケ
・
ビ
市
の
個
人
企
業
で
、
関
係
者

が
常
駐
し
て
漁
民
か
ら
魚
を
買
い
取
っ

て
い
る
が
、
口
頭
で
聞
い
た
漁
民
の
出

身
地
は
カ
ラ
テ
レ
ン
村
、
ク
ズ
ル
ジ
ャ

ル
村
、
シ
ュ
ム
シ
ク
リ
村
、
ア
ラ
リ
ス

ク
市
な
ど
様
々
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
ド
マ
ラ
ク
岬
か
ら
南
西
に
数
十
キ

ロ
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
ア
ク
バ
ス

ト
ゥ
村
に
は
漁
民
が
加
入
す
る
生
産
協

同
組
合
が
存
在
し
、
組
合
員
五
〇
人
は

全
員
同
村
出
身
の
漁
民
で
あ
る
。

　

漁
法
は
い
わ
ゆ
る
「
刺
し
網
漁
」
で

冬
季
も
夏
季
も
基
本
は
変
わ
ら
な
い
。

た
だ
し
、
夏
季
は
岸
辺
か
ら
ボ
ー
ト
で

漁
場
ま
で
移
動
す
る
の
に
対
し
、
冬
季

は
湖
表
面
が
凍
結
し
数
十
セ
ン
チ
の
厚

さ
に
な
る
た
め
漁
場
ま
で
車
で
移
動
で

き
る
。
網
の
大
き
さ
は
縦
五
メ
ー
ト

ル
、
横
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。
夏
季
は
錘

と
浮
き
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
網
を
水

中
に
仕
掛
け
る
。
冬
季
は
浮
き
の
代
わ

り
に
棒
を
網
の
先
に
く
く
り
つ
け
、
雪

と
氷
で
つ
く
っ
た
小
山
に
突
き
刺
し
て

お
く
。
こ
の
よ
う
な
網
を
班
ご
と
に
一

五
か
ら
二
〇
程
度
仕
掛
け
、
五
日
か
ら

一
週
間
に
一
度
程
度
の
頻
度
で
引
き
上

げ
る
。
網
を
引
き
揚
げ
る
際
は
、
冬
季

で
あ
れ
ば
ま
ず
網
の
両
側
に
張
っ
て
い

る
氷
に
穴
を
開
け
る
。
網
の
片
側
に
長

い
紐
を
結
び
つ
け
て
一
人
が
そ
の
紐
を

持
っ
た
ま
ま
押
さ
え
て
お
く
。
そ
し

て
、
数
人
で
網
の
も
う
片
側
を
引
っ
張

り
上
げ
、
網
に
引
っ
か
か
っ
て
い
た
魚

を
取
る
。
魚
を
取
り
終
え
る
と
、
逆
側

で
紐
を
押
さ
え
て
い
る
人
が
紐
を
引
っ

張
り
戻
し
、
再
び
湖
中
に
網
を
仕
掛
け

る
。
ア
ラ
デ
ィ
ン
博
士
曰
く
、
冬
季
に

結
氷
す
る
ロ
シ
ア
北
方
で
の
漁
法
と
同

じ
だ
と
い
う
。
冬
季
は
気
温
が
低
け
れ

ば
獲
れ
た
魚
が
す
ぐ
に
チ
ル
ド
状
態
に

な
る
た
め
、
鮮
度
を
保
っ
た
ま
ま
輸
送

で
き
る
。
な
お
、
魚
の
産
卵
が
始
ま
る

五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
は
禁
漁
期
に

な
る
。

　

ア
ラ
ル
海
固
有
の
魚
種
は
二
〇
に
過

ぎ
な
い
。
そ
の
多
く
は
淡
水
種
で
あ

り
、
塩
分
濃
度
の
上
昇
に
対
し
て
脆
弱

だ
っ
た
。
ソ
連
時
代
、
こ
れ
以
外
に
一

九
の
外
来
魚
種
が
導
入
さ
れ
た
。
し
か

し
、
一
九
九
〇
年
代
、
小
ア
ラ
ル
海
で

唯
一
の
商
業
漁
獲
を
あ
げ
た
の
は
一
九

七
九
年
に
ア
ゾ
フ
海
か
ら
導
入
さ
れ
た

耐
塩
性
の
カ
レ
イ
一
種
の
み
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
コ
ク
ア
ラ
ル
堤
防
の
完

成
後
は
魚
種
も
漁
獲
量
も
漸
進
的
に
回

復
傾
向
に
あ
る
。
世
銀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
シ
ル
ダ
リ
ヤ
川
河
口
域
に
ア
ク
ラ
ク

堰
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
で
、
ア
ラ
ル
海

の
魚
に
と
っ
て
重
要
な
産
卵
場
所
で
あ

る
デ
ル
タ
部
の
中
小
の
湖
沼
へ
の
配
水

と
湿
地
再
生
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
二
〇
〇
七
年
に
は
固
有
種
三

氷上での刺し網漁の様子。網にかかった魚はブリーム
（2013 年 1 月 29 日筆者撮影）
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種
、
外
来
種
七
種
が
小
ア
ラ
ル
海
で
確

認
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
②
）。
二

〇
〇
五
年
に
は
六
九
五
ト
ン
に
過
ぎ
な

か
っ
た
漁
獲
高
も
、
二
〇
一
〇
年
に
は

二
八
一
〇
ト
ン
に
ま
で
回
復
し
た
。
こ

れ
は
一
九
六
〇
年
代
初
頭
ま
で
年
間
二

万
ト
ン
を
上
回
る
こ
と
も
あ
っ
た
漁
獲

量
の
数
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
し
か

し
、
一
九
九
一
年
の
漁
獲
量
が
カ
レ
イ

五
〇
ト
ン
の
み
だ
っ
た
の
と
比
較
す
れ

ば
十
分
な
進
歩
だ
ろ
う
（
参
考
文
献

③
）。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
公

式
の
漁
業
統
計
で
あ
る
。
非
公
式
な
密

漁
・
密
売
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
。
塩
分
濃
度
の
低
下
に
伴
っ
て
、
今

後
は
耐
塩
性
の
カ
レ
イ
よ
り
も
汽
水
種

の
ブ
リ
ー
ム
、
ロ
ー
チ
、
ス
ズ
キ
、
コ

イ
科
の
サ
ザ
ン
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て

ゆ
く
も
の
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
ブ

リ
ー
ム
は
小
ぶ
り
で
値
段
も
安
い
が
、

大
型
の
ス
ズ
キ
や
サ
ザ
ン
で
あ
れ
ば
最

も
安
価
な
カ
レ
イ
よ
り
も
一
〇
倍
以
上

の
値
が
つ
く
。

二
．
漁
民
の
生
活
と
経
済
状
態

　

漁
民
の
生
活
は
決
し
て
楽
で
は
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ア
ラ
ル
海
の
湖
岸

が
後
退
す
る
前
、
旧
漁
村
は
岸
辺
に
位

置
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
港
町
だ
っ
た

わ
け
だ
が
、
湖
岸
の
後
退
と
と
も
に
露

出
し
た
湖
底
の
上
を
移
動
し
て
漁
場
に

ま
で
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
か
ら
だ
。
よ
っ
て
、
漁
民
は
現

在
の
岸
辺
付
近
に
穴
を
掘
り
、
内
部
に

石
を
組
ん
で
土
壁
を
塗
っ
て
穴
蔵
（
ロ

シ
ア
語
で
は
「
ゼ
ム
リ
ャ
ン
カ
（зем-

лянка

）」
と
い
う
）
を
作
り
、
煙
突
つ

き
の
石
炭
ス
ト
ー
ブ
（
い
わ
ゆ
る
ロ
シ

ア
の
「
ペ
チ
カ
」）
を
据
え
付
け
て
、

漁
期
は
そ
の
穴
蔵
の
中
で
漁
師
数
人
で

共
同
生
活
を
送
る
。
獲
れ
た
魚
は
集
積

所
に
持
っ
て
行
き
、
即
金
で
買
い
取
っ

て
も
ら
う
。
シ
ャ
ワ
ー
も
ト
イ
レ
も
な

い
。
妻
や
子
供
な
ど
家
族
は
村
に
残

り
、
漁
民
は
ゼ
ム
リ
ャ
ン
カ
に
滞
在
し

な
が
ら
湖
で
魚
を
獲
り
、
数
日
か
ら
数

十
日
に
一
度
、
稼
い
だ
お
金
を
渡
し
に

家
に
戻
る
と
い
う
生
活
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
漁
民
の
経
済
状
況
は
上

向
い
て
い
る
よ
う
だ
。
漁
民
の
表
情
は

総
じ
て
明
る
い
。
漁
民
の
生
活
・
生
産

活
動
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
ア
ラ
ル
・
テ
ニ
ジ
」
で
の
聞
き
取
り

に
よ
る
と
、
漁
民
の
平
均
月
収
は
五
万

五
〇
〇
〇
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
テ
ン
ゲ
か

ら
六
万
テ
ン
ゲ
く
ら
い
だ
と
い
う
。
こ

れ
は
日
本
円
に
換
算
す
る
と
約
三
万
七

〇
〇
〇
円
か
ら
四
万
円
で
あ
る
。
小
ア

ラ
ル
海
の
北
側
に
位
置
す
る
ア
ケ
ス
ペ

村
の
Ｕ
氏
は
、
今
は
息
子
と
漁
業
を
営

ん
で
い
る
が
、
月
に
一
〇
万
テ
ン
ゲ

（
約
六
万
七
〇
〇
〇
円
）
稼
ぎ
出
す
と

鼻
息
が
荒
か
っ
た
。
漁
民
は
自
宅
で
家

畜
も
飼
育
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
だ
け

あ
れ
ば
日
々
の
生
活
に
は
事
足
り
る

し
、
貯
金
も
で
き
る
。
前
述
の
生
産
協

同
組
合
「
ア
ク
バ
ス
ト
ゥ
」
の
Ｋ
組
合

長
の
言
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
に
協

同
組
合
を
立
ち
上
げ
た
当
初
、
一
五
人

か
ら
二
〇
人
で
ラ
ク
ダ
に
乗
っ
て
細
々

と
漁
を
し
て
い
た
と
い
う
が
、
今
で
は

村
か
ら
一
二
キ
ロ
離
れ
た
漁
場
ま
で
自

動
車
で
移
動
し
て
い
る
と
い
う
。
組
合

長
の
自
宅
は
新
築
で
、
大
型
の
液
晶
テ

レ
ビ
が
あ
っ
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

小
ア
ラ
ル
海
漁
業
の
復
活
、
旧
漁
村

の
経
済
状
況
の
改
善
と
共
に
、
そ
れ
に

付
随
す
る
産
業
も
発
展
し
て
き
て
い

る
。
漁
業
関
連
で
い
え
ば
、
ア
ラ
リ
ス

ク
市
に
あ
る
魚
肉
加
工
場
「
ア
タ
メ
ケ

ン
ル
ィ
ブ
プ
ロ
ム
」
で
は
輸
出
用
の
ス

ズ
キ
の
フ
ィ
レ
肉
の
加
工
が
行
わ
れ
て

い
る
。
欧
州
規
格
に
合
致
す
る
近
代
的

な
設
備
で
加
工
さ
れ
た
良
質
の
フ
ィ
レ

肉
は
ド
イ
ツ
に
ま
で
輸
出
さ
れ
て
い

る
。
ア
ラ
リ
ス
ク
以
外
に
も
カ
ラ
シ
ャ

ラ
ン
村
な
ど
に
小
規
模
な
魚
肉
加
工
場

が
あ
る
。
ア
ラ
ル
海
に
稚
魚
を
放
流
す

る
、
コ
ス
ジ
ャ
ル
村
と
タ
ス
タ
ク
町
に

あ
る
産
卵
場
へ
の
国
家
発
注
も
増
え
て

い
る
。
コ
ス
ジ
ャ
ル
村
の
カ
ム
ス
ト
ゥ

バ
ス
産
卵
場
の
Ｎ
場
長
に
よ
る
と
、
一

四
〇
人
も
の
職
員
を
雇
用
し
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
、
筆
者
が
訪
れ
た
カ
ラ
テ

レ
ン
村
や
タ
ス
タ
ク
町
で
は
真
新
し
い

住
宅
が
目
立
っ
た
。
世
銀
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
地
元
建
設
労
働
者
を
育
成
し
た
こ

と
で
建
設
業
の
基
盤
が
生
ま
れ
た
。
ま

た
、
獲
れ
た
魚
を
流
通
さ
せ
る
た
め
の

道
路
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
運

輸
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

そ
れ
が
新
た
な
雇
用
を
生
ん
で
い
る
。

な
お
、
漁
業
の
生
産
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

た
め
に
、
世
銀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
枠
内

で
「
日
本
社
会
開
発
基
金
」
が
活
用
さ

れ
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

三
．�

小
ア
ラ
ル
海
漁
業
は
サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
か
？

　

こ
の
よ
う
に
、
コ
ク
ア
ラ
ル
堤
防
の

建
設
後
、
小
ア
ラ
ル
海
周
辺
地
域
の
漁

業
は
復
興
途
上
に
あ
り
、
経
済
状
況
も

改
善
し
て
い
る
。
し
か
し
、
小
ア
ラ
ル

海
の
漁
業
に
は
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

を
大
き
く
揺
る
が
す
、
魚
の
密
漁
・
密

売
と
い
う
非
常
に
根
の
深
い
問
題
が
存

在
す
る
。
カ
ザ
フ
漁
業
研
究
所
ア
ラ
ル

支
部
は
、
毎
年
、
小
ア
ラ
ル
海
で
の
漁

獲
制
限
量
を
設
定
し
て
お
り
、
各
漁
業

権
保
有
者
は
そ
の
リ
ミ
ッ
ト
を
守
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
漁
民
も
そ
の
リ
ミ
ッ
ト

を
守
る
こ
と
を
当
然
求
め
ら
れ
る
わ
け

だ
が
、
非
公
式
分
を
含
む
現
実
の
漁
獲

量
は
公
式
統
計
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る

小アラル海漁業の現在 ― 湖水位の回復とその後 ―
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と
世
銀
は
推
測
し
て
い
る
（
参
考
文
献

④
）。
農
業
省
傘
下
の
ア
ラ
ル
・
シ
ル

ダ
リ
ヤ
流
域
監
督
局
が
全
体
的
な
漁
業

監
視
を
行
っ
て
い
る
が
十
分
で
は
な
い
。

　

そ
し
て
、
密
漁
さ
れ
た
魚
は
内
需
に

回
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
外
国
組
織
と

結
託
し
た
密
売
人
が
安
く
買
い
叩
く
の

だ
と
い
う
。
特
に
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
間
で
関
税

同
盟
が
結
ば
れ
、
二
〇
一
一
年
七
月
よ

り
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
ロ
シ
ア
国
境
で
の

税
関
検
査
が
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
小
ア
ラ
ル
海
で
密
漁
・
密
売

さ
れ
た
魚
が
容
易
に
国
境
を
越
え
て
ロ

シ
ア
や
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
流
通
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
密
売
人
は
魚
を
中

国
や
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
も
流
し
て
い

る
と
い
う
。
密
売
人
は
岸
辺
の
ゼ
ム

リ
ャ
ン
カ
ま
で
や
っ
て
来
て
は
漁
民
か

ら
魚
を
直
接
買
い
つ
け
て
持
ち
去
っ
て

ゆ
く
。
あ
る
い
は
、
漁
業
権
保
有
者
の

傘
下
に
な
い
人
物
が
ま
さ
に
密
漁
を
し

て
そ
の
ま
ま
魚
を
持
ち
去
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
（
参
考
文
献
⑤
）。
漁
業
権
保
有

者
と
密
売
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
不

明
瞭
だ
。
ま
た
、
漁
民
に
と
っ
て
密
売

人
と
の
直
接
取
引
は
税
金
逃
れ
に
も
な

る
。「
粗
野
な
資
本
主
義
」
が
ま
か
り

通
っ
て
い
る
と
の
嘆
き
言
葉
を
ア
ラ
リ

ス
ク
市
で
は
聞
い
た
。

　

そ
こ
で
危
惧
さ
れ
る
の
は
、
人
的
要

因
に
よ
る
漁
業
資
源
の
再
度
の
枯
渇
で

あ
る
。
漁
業
が
魅
力
あ
る
産
業
と
な

り
、
小
ア
ラ
ル
海
に
人
が
戻
り
つ
つ
あ

る
状
況
で
、
漁
民
の
数
が
こ
の
ま
ま
増

え
て
ゆ
き
、
密
漁
・
密
売
の
歯
止
め
が

利
か
な
く
な
る
と
、
漁
獲
量
の
増
加
に

魚
の
再
生
産
能
力
が
追
い
付
か
な
く
な

り
、
せ
っ
か
く
回
復
し
た
小
ア
ラ
ル
海

の
生
物
多
様
性
も
再
び
後
退
す
る
可
能

性
が
高
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
密
漁
・

密
売
に
頼
ら
ず
、
漁
獲
制
限
量
の
範
囲

内
で
の
漁
業
で
生
計
が
成
り
立
つ
よ
う

な
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
に
日
本
を

含
む
国
際
的
な
技
術
・
学
術
協
力
の
大

き
な
可
能
性
が
あ
る
。

　

根
本
的
な
解
決
策
と
は
な
ら
な
く
と

も
、
漁
業
資
源
量
を
物
理
的
に
増
や
す

こ
と
は
小
ア
ラ
ル
海
漁
業
の
サ
ス
テ
イ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
と
い
う
意
味
で

ひ
と
つ
の
選
択
肢
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、
世
銀
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

「
フ
ェ
ー
ズ
2
」
の
実
施
に
つ
い
て
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
政
府
と
協
議
中
で
あ
り
、

小
ア
ラ
ル
海
で
年
間
五
〇
〇
〇
ト
ン
ま

で
漁
獲
量
を
増
や
す
た
め
の
方
策
が
検

討
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑥
）。

　

筆
者
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
漁
民
は

口
々
に
世
銀
の
融
資
で
コ
ク
ア
ラ
ル
堤

防
の
堰
高
を
上
げ
る
べ
き
だ
と
主
張
す

る
。
と
い
う
の
も
、
標
高
四
二
メ
ー
ト

ル
で
コ
ク
ア
ラ
ル
堤
防
は
建
設
さ
れ
た

が
、
完
成
し
て
か
ら
半
年
後
に
は
小
ア

ラ
ル
海
は
計
画
水
位
に
達
し
、
特
に
冬

季
は
水
余
り
で
堤
防
の
水
門
を
全
開
に

し
て
大
ア
ラ
ル
海
に
放
水
し
て
い
る
と

い
う
状
態
な
の
だ
。
水
門
か
ら
は
水
と

同
時
に
魚
も
逃
げ
て
し
ま
い
、
冬
季
に

大
ア
ラ
ル
海
に
放
た
れ
た
水
は
夏
季
に

気
温
が
上
昇
す
る
と
蒸
発
し
て
干
上

が
っ
て
し
ま
う
た
め
、
魚
も
最
終
的
に

は
死
ん
で
し
ま
う
。
コ
ク
ア
ラ
ル
堤
防

は
主
要
な
産
卵
場
所
で
あ
る
シ
ル
ダ
リ

ヤ
川
の
河
口
か
ら
ほ
ど
近
い
た
め
に
、

春
季
に
水
門
を
開
放
す
る
と
稚
魚
が
大

量
に
大
ア
ラ
ル
海
に
流
れ
落
ち
る
。
ア

ラ
デ
ィ
ン
博
士
は
当
初
よ
り
ダ
ム
の
堰

高
を
標
高
四
八
メ
ー
ト
ル
に
す
べ
き
だ

と
主
張
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、

ク
ズ
ル
オ
ル
ダ
国
立
大
学
の
ト
レ
ハ

ン
・
カ
ル
リ
ハ
ノ
フ
教
授
は
、
現
在
の

小
ア
ラ
ル
海
の
水
収
支
を
考
慮
す
れ
ば

標
高
四
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
水
は
貯
ま

ら
な
い
と
述
べ
た
。
水
位
を
上
げ
る
こ

と
で
小
ア
ラ
ル
海
の
表
面
積
は
さ
ら
に

回
復
し
、
漁
民
に
と
っ
て
は
村
か
ら
岸

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
り
容
易
に
な
る
。

ま
た
、
浅
瀬
や
湿
地
が
広
が
る
こ
と
で

良
好
な
魚
の
産
卵
場
所
も
増
え
る
だ
ろ

う
。
そ
の
た
め
に
は
シ
ル
ダ
リ
ヤ
川
か

ら
小
ア
ラ
ル
海
へ
の
年
間
の
流
入
水
量

を
増
や
す
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
灌
漑

に
水
を
必
要
と
す
る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

の
合
意
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
対
案
と
し
て
検
討
さ
れ
て

い
る
の
が
、
小
ア
ラ
ル
海
の
北
東
部
に

あ
る
サ
ル
シ
ガ
ナ
ク
湾
の
湾
口
に
堤
防

を
も
う
ひ
と
つ
建
設
し
、
シ
ル
ダ
リ
ヤ

川
か
ら
湾
に
向
け
て
余
剰
水
を
流
し
込

む
た
め
の
全
長
三
五
キ
ロ
の
運
河
を
建

設
す
る
と
い
う
案
で
あ
る
。
サ
ル
シ
ガ

ナ
ク
堤
防
は
標
高
五
〇
メ
ー
ト
ル
と

し
、
最
終
的
に
は
旧
港
湾
都
市
で
あ
る

ア
ラ
リ
ス
ク
市
ま
で
水
を
届
か
せ
る
。

そ
し
て
、
コ
ク
ア
ラ
ル
堤
防
は
今
後
閉

じ
た
ま
ま
に
す
る
と
い
う
計
画
だ
。
こ

れ
で
サ
ル
シ
ガ
ナ
ク
湾
で
の
漁
業
の
回

復
は
見
込
ま
れ
、
か
つ
コ
ク
ア
ラ
ル
堤

防
で
の
漁
業
資
源
の
ロ
ス
は
な
く
な

る
。
ま
た
、
ア
ラ
リ
ス
ク
市
ま
で
ア
ラ

ル
海
の
水
が
届
く
こ
と
は
、
小
ア
ラ
ル

海
の
救
済
を
多
く
の
市
民
が
実
感
で
き

る
と
い
う
点
で
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
意
味

合
い
が
大
き
い
。
し
か
し
、
サ
ル
シ
ガ

ナ
ク
湾
に
水
を
貯
め
る
こ
と
を
優
先
す

る
あ
ま
り
、
シ
ル
ダ
リ
ヤ
川
の
河
口
域

に
水
が
届
か
な
く
な
り
、
そ
れ
以
外
の

小
ア
ラ
ル
海
の
部
分
の
水
位
が
む
し
ろ

下
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
小
ア
ラ
ル
海
西
部
や
シ
ル
ダ
リ

ヤ
川
の
下
流
・
河
口
域
の
漁
民
に
と
っ

て
サ
ル
シ
ガ
ナ
ク
湾
に
水
が
貯
ま
っ
て

も
自
分
た
ち
の
生
活
改
善
に
は
全
く
結
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び
つ
か
ず
、
む
し
ろ
逆

効
果
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

小
ア
ラ
ル
海
漁
業
は

未
だ
に
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ

ル
だ
と
は
言
い
難
い
。

地
元
や
国
の
努
力
だ
け

で
な
く
、
国
際
社
会
に

よ
る
さ
ら
な
る
協
力
が

今
後
必
要
に
な
る
。

（
ち
だ　

て
つ
ろ
う
／
北

海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ

ン
タ
ー
学
術
研
究
員
）
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